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研究成果の概要（和文）：本研究は、オブジェクト指向にもとづく時空間管理可能なGISの開発を行った。本研究の成
果としては、時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on the web」の開発、Google Maps API v3に対応した「ジオコー
ディングと地図化」サイトの開発、地理情報分析支援システム「MANDARA」のMicrosoft .NET対応版の開発、および明
治期の関東地行政界地図データの作成があげられる。これらのうち、前者2つは既にWebサイトで完成版が公開され、多
くの利用者を集めている。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop the object-oriented and spatial-temporal G
IS. This result is as follows.1.Development of time-series topographic map view web site 'Konjyaku Map', d
evelopment of 'Geocoding and Mapping' web site using Google Maps API v3, development of GIS 'MANDARA' base
d on Microsoft .NET version and the administrative boundary map data of Kanto region in Meiji Era.
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１．研究開始当初の背景 
 これまで GIS（地理情報システム）では，
地物をラスターデータ，またベクターデータ
の点・線・面の形状ごとに分けた上で，それ
ぞれ別個の独立したレイヤ（層）として管理
するレイヤ構造モデルが一般的に利用され
てきた。実世界を表現するには，個々のレイ
ヤをオーバーレイ（重ね合わせ）していき，
あらゆるレイヤを重ねていけば，現実と類似
した世界が GIS 上に構築される。ただし，こ
のレイヤ構造モデルは，レイヤ間の関係につ
いての情報は保持しておらず，実世界の表面
だけを示しているに過ぎないとも言える。そ
こで実世界の仕組みまでも表現しようとす
るのが，オブジェクト指向モデルである。日
本の地理学界を含む GIS 利用者の間では，オ
ブジェクト指向 GIS についての理解が進ん
でいないように思われる。オブジェクト指向
の有効性を理解するには，オブジェクト指向
GIS を開発し，同時に有効性を実感できる地
図データを無償で提供することが地理学と
GIS 関係者にとって重要であると考える。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では，オブジェクト指向に基づき，
時間情報を管理することができる地理情報
システム（GIS）を開発し，そこで利用でき
る地図データを整備する。 
 
 
３．研究の方法 
 既往研究の整理を整理した後、システム設
計を行い、開発して Web 等で公開する。 
 
 
４．研究成果 
 研究の結果、以下のような成果が得られた。 
 
(1)「ジオコーディングと地図化」Web サイト
(http://ktgis.net/gcode/) 

 
 Google Maps API v3 を利用したジオコーデ
ィングサイトである。住所を入力すると、ジ
オコーディングが行われ、Google マップ上に
ポイントが表示されるというサービスで、同
時に複数地点のジオコーディングが可能で

あることからWebサイトへは多数のアクセス
がある。 
 
 
(2)時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on 
the web」(http://ktgis.net/kjmapw/) 

 

 
 Windows 版時系列地形図閲覧ソフト「今昔
マップ 2」を Web 化した Web 地図サービスで
ある。全国 9地域に関して、明治以降の地形
図を切り替えながら表示できる。右側画面に
は Google マップが表示されるので、過去と
現在の同定が容易に行うことができる。新聞



等で取り上げられ、多数のアクセスがある。
用途としては、教育などの他、地形の変化を
見ることができることから防災にも役立つ
だろう。 
 
 
(3)地理情報分析支援システム「MANDARA」

Microsoft .NET Framework 対応版。 
 Windows 版スタンドアローン GIS である。
かなりの程度プログラムは完成しているが、
公開までにはまだ機能の追加が必要で、今後
の課題である。 
 
 
(4)ブラウザ GIS 
 Webブラウザ上でJavaScriptによって実行
される GIS であるが、一般の WebGIS と異な
り、サーバー上でのプログラムは置いていな
い。プロトタイプを作成したが、まだ機能の
追加が必要で、今後の課題である。 

 
 
 
(5)明治期の関東地方の行政界データ 
 旧版地形図をもとに、明治期の関東地方の
行政界地図データを作成した。今後データを
チェックして公開する予定である。 
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